
通
日

評

児
玉
　
前
著

『
近
世
真
宗
と
地
域
社
会
』

上
　
野
　
大
　
輔

第
九
章
　
近
世
後
期
西
本
願
寺
に
お
け
る
教
団
活
性
化
運
動
の
一
形
態

　
　
　
　
（
一
一
〇
〇
｝
年
）

終
　
章
　
柳
田
国
男
と
真
宗
（
新
稿
）

補
論
～
　
明
治
初
期
の
「
小
寄
講
」
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
防
禦
運
動

　
　
　
　
（
一
九
九
一
年
）

補
論
二
　
真
宗
者
に
よ
る
初
期
部
落
差
別
撤
廃
運
動
と
そ
の
限
界
（
二
〇

　
　
　
　
〇
二
年
）

初
出
一
覧
／
あ
と
が
き
／
索
引

152 （932）

　
　
　
　
　
　
一
　
本
轡
の
構
成

　
本
書
に
は
、
児
玉
識
氏
が
前
著
『
近
世
真
宗
の
展
開
過
程
』
（
吉
川
弘
文

館
、
一
九
七
六
年
）
以
降
発
表
し
た
論
文
一
〇
編
と
新
稿
二
黒
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
副
題
・
節
以
下
は
省
略
し
、
各
藩
の

初
繊
年
を
付
し
た
）
。

序
に
か
え
て
／
目
次

第第第第譜第第第
八七六五四三ニー
章章章章章章章章

近
世
真
宗
史
研
究
の
動
向
と
課
題
（
新
稿
）

長
州
藩
上
層
と
真
宗
（
一
九
八
五
年
）

秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
と
真
宗
（
二
〇
〇
〇
年
）

『
妙
好
人
伝
』
小
考
（
一
九
八
四
年
）

近
世
妙
好
人
の
再
検
討
（
一
九
八
八
年
）

「
小
寄
講
」
と
近
世
真
宗
の
結
集
機
能
（
一
九
九
〇
年
）

真
宗
流
共
同
体
規
制
に
つ
い
て
（
～
九
九
三
年
）

真
宗
流
共
同
体
規
制
と
「
集
合
・
略
式
墓
制
」
（
一
九
九
三
年
）

　
各
章
は
、
内
容
に
即
し
幾
つ
か
の
問
題
群
に
再
構
成
し
う
る
。
以
下
に
私

見
を
提
示
し
た
い
。

　
①
第
～
・
終
章
は
民
俗
学
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
史
整
理
及
び
真
宗
特
質

論
で
あ
る
。
②
第
二
・
三
章
は
毛
利
氏
と
真
宗
と
の
関
係
を
扱
っ
た
研
究
の

一
環
を
な
し
、
③
第
九
章
は
冒
頭
で
第
二
章
を
補
完
し
つ
つ
別
の
テ
ー
マ
へ

と
発
展
す
る
。
④
第
囚
・
五
章
は
妙
好
人
を
素
材
と
す
る
思
想
論
で
あ
り
、

⑤
第
六
～
八
章
は
小
寄
講
・
墓
制
を
中
心
と
す
る
共
同
体
論
で
あ
る
。
⑥
小

寄
講
論
を
踏
ま
え
た
補
論
一
、
そ
し
て
補
論
二
は
共
に
明
治
以
降
の
事
例
を

論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
近
批
真
宗
を
照
射
す
る
ね
ら
い
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
二
各
章
の
概
要

　
以
上
の
問
題
構
成
を
踏
ま
え
、
次
に
各
誌
の
概
要
に
つ
い
て
整
理
、
検
討

を
行
う
（
但
し
紙
数
の
関
係
上
、
補
論
鞍
置
は
割
愛
す
る
。
な
お
、
人
名

等
の
表
記
は
原
文
に
倣
っ
た
）
。

　
第
一
章
で
は
、
近
世
真
宗
史
の
研
究
動
向
が
氏
の
関
心
に
即
し
て
整
理
さ

れ
る
と
共
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
「
民
俗
学
と
の
接
点
の
探
求
」
と
い
う
課
題



評fllt

目

に
つ
い
て
氏
の
見
解
が
概
括
的
に
提
示
さ
れ
る
。
「
第
一
節
　
竹
田
聴
洲
と

真
宗
」
「
第
二
節
　
森
龍
吉
と
真
宗
」
「
第
三
節
　
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降

の
研
究
史
素
描
偏
が
前
者
に
、
「
第
四
節
　
課
題
」
が
後
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ

該
当
す
る
。
約
八
○
頁
に
亘
っ
て
論
じ
ら
れ
た
本
章
は
、
個
別
研
究
の
細
部

に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
論
評
を
通
じ
て
氏
自
身
の
問
題
意
識
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
氏
が
強
調
し
て
き
た
近
世
真
宗
の
「
独
自
性
」
に
関
す
る

理
論
的
到
達
点
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
、
本
書
に
お
い
て
極
め

て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
論
文
と
い
え
る
。
本
稿
に
お
い
て
重
点
的
に
論
及

す
る
所
以
で
あ
る
。

　
第
一
節
及
び
第
二
節
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
竹
田
聴
洲
は
真
宗

に
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
ず
、
例
外
と
し
て
扱
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ

は
民
間
信
仰
（
基
層
）
を
重
視
し
、
教
団
仏
教
（
表
層
）
と
民
衆
と
の
関
わ

り
を
軽
視
し
た
か
ら
で
、
そ
こ
に
竹
田
史
学
の
限
界
が
あ
る
。
一
方
森
龍
吉

は
、
真
宗
史
を
重
視
し
教
団
・
教
義
の
動
向
・
変
遷
に
注
目
す
る
と
い
う
、

竹
田
と
は
正
反
対
の
研
究
姿
勢
を
と
り
、
呪
術
否
定
・
神
祇
不
拝
に
謡
講
す

る
と
共
に
、
民
衆
社
会
に
お
け
る
一
神
教
的
思
想
の
要
求
の
存
在
や
真
宗
の

「
エ
ー
ト
ス
的
な
性
格
」
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
真
宗
を
無
視
し
て
は
宗
教

史
・
思
想
史
だ
け
で
な
く
政
治
史
も
正
確
に
は
把
握
で
き
な
い
と
力
説
し
た
。

し
か
し
森
の
研
究
に
は
地
域
へ
の
密
着
度
が
弱
く
、
ま
た
具
体
的
実
例
が
少

な
く
理
論
が
先
行
し
て
い
る
と
い
う
欠
陥
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
は

地
域
史
料
を
も
と
に
説
得
力
あ
る
学
説
を
構
築
し
た
竹
田
史
学
の
批
判
的
摂

取
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

　
然
る
に
、
竹
田
・
森
両
氏
の
相
反
す
る
研
究
の
批
判
的
摂
取
は
未
達
成
で

あ
り
、
そ
れ
が
近
世
仏
教
に
お
け
る
真
宗
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
共
通
認
識

が
得
ら
れ
な
い
一
つ
の
要
因
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
両
史

学
の
批
判
的
摂
取
に
研
究
者
が
成
功
せ
ず
、
或
い
は
無
頓
着
で
あ
る
理
由
は
、

真
宗
史
と
民
俗
学
と
の
乖
離
状
況
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
一
九
七
〇
年
代
後

半
よ
り
約
一
〇
年
ご
と
に
三
期
に
区
分
し
た
研
究
史
の
検
討
を
通
じ
て
確
認

し
、
両
史
学
の
批
判
的
摂
取
を
通
じ
た
新
た
な
真
宗
史
像
構
築
を
改
め
て
課

題
化
し
た
の
が
第
三
節
で
あ
る
。
本
節
で
は
数
多
く
の
先
行
研
究
に
論
評
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
を
逐
一
紹
介
す
る
紙
数
は
な
い
が
、
概
し
て
、

真
宗
史
の
進
展
・
深
化
と
民
俗
学
と
の
架
橋
と
い
う
観
点
よ
り
論
じ
ら
れ
、

そ
れ
に
貢
献
し
う
る
研
究
が
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
期
で
は
、
真
宗
の
独
自
性
に
注
目
し
た
氏
の
前
著
や
安
丸
良
夫

『
神
々
の
明
治
維
新
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
七
九
年
）
、
そ
れ
に
否
定
的
態
度

を
と
る
民
俗
学
者
の
佐
々
木
孝
正
・
宮
田
登
ら
の
研
究
、
一
方
で
竹
田
史
学

の
「
家
」
論
を
活
か
し
た
大
桑
斉
『
寺
檀
の
思
想
隠
（
教
育
社
、
一
九
七
九

年
）
、
真
宗
の
民
俗
性
と
反
民
俗
性
を
同
格
で
検
討
し
た
蒲
池
勢
至
氏
の
研

究
な
ど
に
論
及
が
な
さ
れ
る
。

　
第
二
期
以
降
は
近
世
真
宗
史
研
究
の
飛
躍
的
進
展
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

そ
の
主
導
者
で
あ
る
奈
倉
哲
三
氏
の
『
真
宗
信
仰
の
思
想
史
的
研
究
』
（
校

倉
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
と
有
元
正
雄
氏
の
『
真
宗
の
宗
教
社
会
史
』
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
が
検
討
さ
れ
る
。
両
氏
の
研
究
は
基
本
的
に
賞

賛
さ
れ
る
が
、
奈
倉
論
文
に
つ
い
て
は
民
俗
学
的
手
法
に
対
す
る
否
定
的
立

場
が
批
判
さ
れ
、
ま
た
近
世
後
期
以
降
の
真
宗
信
抑
活
発
化
の
原
因
と
し
て

生
産
力
発
展
だ
け
で
な
く
小
寄
講
に
も
注
目
す
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

有
元
論
文
に
つ
い
て
は
、
真
宗
門
徒
の
殺
生
忌
誰
の
要
因
と
し
て
成
仏
詩
界

に
よ
る
殺
生
免
罪
の
手
だ
て
の
欠
如
も
考
慮
す
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
遺
贈
の

否
定
は
勤
労
の
エ
ー
ト
ス
の
成
立
原
因
で
も
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
る
。
長
門
北
浦
沿
岸
の
浄
土
宗
寺
院
に
よ
る
鯨
回
向
を
「
成
仏
祈

153 （933）



藤
」
概
念
で
理
解
す
る
点
は
疑
問
だ
が
、
非
常
に
重
要
な
提
言
で
あ
る
。
ま

た
、
真
宗
門
徒
は
あ
る
程
度
独
自
の
習
俗
を
護
持
し
た
が
民
俗
化
し
た
場
合

も
あ
る
と
す
る
、
阿
満
利
麿
氏
の
議
論
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
期
で
は
、
ま
ず
奈
倉
『
幕
末
民
衆
文
化
異
聞
臨
（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
九
年
）
と
有
元
『
近
世
日
本
の
宗
教
社
会
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
二
年
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
前
者
で
は
「
真
宗
民
俗
論
」
に
賛
意
が
示
さ

れ
、
後
者
で
は
有
元
氏
が
真
宗
を
「
主
神
崇
拝
扁
と
規
定
し
直
し
た
こ
と
の

重
要
性
、
真
宗
優
勢
地
帯
で
は
近
世
中
後
期
に
真
宗
と
神
道
の
双
方
が
高
揚

し
た
と
み
る
べ
き
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
児
玉
氏
は
真

宗
・
神
道
双
方
の
高
揚
に
つ
き
「
宗
教
社
会
で
は
二
つ
の
相
反
す
る
現
象
が

同
時
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
」
と
い
う
、
相
互
の
関
係
性
を
捨
象

し
た
安
易
な
｝
般
論
に
帰
着
さ
せ
て
い
る
。
次
に
、
児
玉
氏
や
有
元
・
奈
倉

両
氏
の
研
究
を
批
判
す
る
大
桑
・
引
野
亨
輔
・
澤
博
勝
三
氏
の
研
究
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
反
批
判
が
展
開
さ
れ
る
。
最
後
に
、
大
桑
噸
日
本
仏
教
の
近

世
嚇
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
三
年
）
に
書
及
が
な
さ
れ
、
西
横
と
騨
安
心
決
定

紗
聴
を
同
列
に
捉
え
、
近
世
初
期
に
は
教
学
面
で
も
門
徒
の
信
仰
面
で
も
唯

心
論
が
優
勢
で
、
～
八
世
紀
以
降
蓮
如
教
学
へ
転
換
す
る
と
い
う
大
桑
説
に

批
判
的
検
討
が
加
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
中
世
・
近
代
史
の
先
行
研
究
を
も
と
に
補
足
が
な
さ
れ
た
後
、

格
段
の
進
展
を
遂
げ
た
近
世
真
宗
史
の
成
果
に
反
発
を
感
じ
て
い
る
入
と
の

前
向
き
の
対
話
の
た
め
に
は
、
民
俗
学
と
の
接
点
の
探
求
が
必
須
の
課
題
で

あ
る
と
し
て
本
曇
は
閉
じ
ら
れ
る
。

　
以
上
を
受
け
、
第
四
節
で
は
真
宗
と
祖
先
崇
拝
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
大

胆
な
推
論
を
交
え
た
試
論
が
提
示
さ
れ
る
。
ま
ず
、
真
宗
と
他
宗
で
は
仏
壇

の
成
立
条
件
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
近
世
初
期
の
真
宗
教
団

が
「
家
」
を
強
化
・
護
持
す
る
た
め
の
「
訓
戒
」
を
発
し
て
い
た
こ
と
が
蒲

池
氏
や
森
岡
清
美
氏
の
研
究
を
も
と
に
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
①
中
世

末
・
近
世
初
期
以
後
の
親
鶯
・
本
願
寺
法
主
1
1
生
き
仏
信
仰
の
浸
透
と
②
法

主
と
門
徒
が
家
長
と
家
族
の
関
係
を
な
す
本
願
寺
教
団
の
擬
制
的
家
観
念
に

よ
り
、
親
鴛
1
1
大
先
祖
（
始
祖
）
自
盛
陀
仏
、
歴
代
法
主
1
1
列
祖
1
1
弥
陀
仏

と
な
り
、
門
徒
に
と
っ
て
弥
陀
仏
を
崇
め
る
こ
と
は
同
時
に
先
祖
を
崇
め
る

こ
と
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
加
え
て
③
家
に
本
来
的
に
内
在
す
る
宗
教

性
・
祖
先
観
、
以
上
三
点
を
も
と
に
、
本
願
寺
教
団
で
は
親
鷺
“
弥
陀
仏
1
1

祖
先
神
（
ご
先
祖
様
）
と
い
う
、
他
宗
で
は
見
ら
れ
な
い
三
位
　
体
の
信
仰

形
態
が
生
み
出
さ
れ
、
門
徒
に
と
っ
て
は
先
祖
が
大
先
祖
腱
親
鶯
1
1
弥
陀
仏

に
摂
取
・
融
合
さ
れ
る
た
め
親
仁
忌
と
先
祖
忌
は
原
理
的
に
同
一
で
あ
り
、

各
家
の
先
祖
の
位
牌
が
入
る
余
地
が
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
先
祖
へ
の
感
謝

を
弥
陀
仏
1
1
宗
祖
へ
の
感
謝
に
包
摂
し
た
不
回
向
の
真
宗
流
祖
先
崇
拝
が
撫

す
よ
う
に
、
真
宗
は
反
民
俗
の
一
方
で
民
俗
的
要
素
と
結
合
し
て
い
る
部
分

も
多
く
、
故
に
民
衆
社
会
に
深
く
浸
透
し
え
た
の
で
あ
り
、
日
本
入
の
「
祖

先
崇
拝
」
観
に
つ
い
て
も
真
宗
史
を
視
野
に
入
れ
て
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る

と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

　
第
～
章
の
「
民
俗
学
と
の
接
点
を
求
め
て
」
と
い
う
副
題
は
、
本
章
を
終

章
と
結
合
さ
せ
て
把
握
し
う
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
の
終
章
で
は
、
ま
ず

柳
田
国
男
の
真
宗
へ
の
嫌
悪
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
真
宗
の
「
悪
人
成
仏
」
・

神
祇
不
拝
の
他
、
天
皇
制
の
尊
厳
性
を
損
な
う
擬
制
的
大
家
族
主
義
の
教
団

形
態
な
ど
が
そ
の
理
由
と
し
て
推
理
さ
れ
る
。
次
に
祖
先
崇
拝
を
基
礎
と
す

る
柳
田
民
俗
学
に
お
い
て
、
そ
の
枠
に
収
ま
り
き
ら
な
い
真
宗
は
排
除
さ
れ
、

そ
れ
が
戦
後
も
継
承
さ
れ
る
こ
と
で
（
近
世
）
真
宗
史
へ
の
関
心
が
低
下
し

た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
真
宗
教
団
は
明
治
以
降
、
①
生
産
様
式
の
変
化
に
伴
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日

う
講
の
衰
退
、
②
国
家
神
道
の
強
制
、
③
教
団
に
よ
る
在
家
信
者
の
活
動
制

限
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
貌
し
て
お
り
、
教
団
の
現
状
か
ら
近
世
の
状
況
を

安
易
に
推
測
す
る
の
は
正
し
く
な
い
と
い
う
。

　
第
～
章
と
終
章
は
、
真
宗
史
研
究
と
民
俗
学
と
の
関
係
を
本
格
的
に
問
題

’
化
し
、
両
者
の
架
橋
を
試
み
た
点
で
注
目
す
べ
き
論
考
で
あ
る
。
近
世
史
研

究
に
お
い
て
真
宗
史
が
見
落
と
さ
れ
る
｝
原
因
を
真
宗
史
と
民
俗
学
と
の
乖

離
に
見
出
し
た
の
は
慧
眼
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
児
玉
氏
が
第
一
章
第
四
節
で
提
起
し
た
、
教
義
と
は
異
な
る
信

御
構
至
論
に
つ
い
て
は
、
細
か
く
検
討
す
べ
き
問
題
も
多
い
が
、
理
論
と
し

て
の
不
完
全
性
は
氏
も
断
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
細
か
な
批
判
は
敢
え
て

せ
ず
、
特
に
重
要
な
真
宗
流
祖
先
崇
拝
の
意
味
の
問
題
に
関
し
て
の
み
若
干

の
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
真
宗
独
自
の
祖
先
崇
拝
が
あ
っ

た
と
い
う
主
張
自
体
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
真
宗
の
「
反
昆

俗
」
と
「
民
俗
」
は
単
な
る
共
存
と
し
て
二
元
的
に
把
握
さ
れ
る
だ
け
で
、

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
問
題
の
背
後
に
あ
る

の
は
、
真
宗
と
基
層
信
仰
（
祖
先
崇
拝
）
と
の
関
係
で
あ
り
、
真
宗
流
祖
先

崇
拝
は
真
宗
に
よ
る
祖
先
崇
拝
の
包
摂
、
換
言
す
れ
ば
祖
先
崇
拝
の
真
宗
化

を
意
味
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
氏
は
真
宗
の
「
民
俗
」
性
と
い
う
観
点
か
ら

論
ず
る
の
だ
が
、
む
し
ろ
本
質
的
に
は
「
反
民
俗
」
化
で
は
な
い
か
。
加
え

て
、
本
願
寺
法
主
”
生
き
仏
信
仰
を
「
後
進
性
」
と
理
解
す
る
こ
と
に
も
検

討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

　
第
二
章
は
、
下
関
王
喜
常
元
寺
所
蔵
、
嘉
永
元
年
成
立
の
呪
蓮
茎
一
糸
』

を
取
り
上
げ
、
内
容
の
信
懸
性
や
編
纂
の
意
図
、
出
版
の
背
景
を
な
す
長
州

藩
の
宗
教
事
情
な
ど
に
つ
い
て
吟
味
・
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
毛
利
氏
と

真
宗
教
団
と
の
密
接
な
関
係
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
同
書
に
は
、
聞
書
や
各

地
を
丹
念
に
博
捜
し
筆
写
し
た
文
書
な
ど
が
収
録
さ
れ
、
首
魁
・
脚
色
も
含

ま
れ
る
が
原
文
書
を
忠
実
に
筆
写
し
た
箇
所
も
あ
り
、
近
世
文
書
に
な
る
と

一
層
信
懸
軍
は
高
ま
る
と
い
う
。
同
書
は
ま
た
、
幕
末
に
至
り
長
州
藩
に
お

け
る
真
宗
と
藩
上
層
と
の
接
近
の
気
運
が
～
層
高
ま
っ
て
き
た
状
況
下
に
成

立
し
、
月
性
ら
の
運
動
の
高
揚
に
も
間
接
的
に
呼
応
す
る
面
を
持
っ
て
い
た

と
さ
れ
る
。
な
お
、
第
九
章
第
一
節
で
は
同
書
が
常
餐
寺
十
一
世
尊
歓
に
よ

り
著
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、
ま
ず
山
口
条
坊
所
蔵
「
京
都
御
本
坊
御
由
緒
書
」
と
『
蓮

茎
一
糸
』
を
も
と
に
山
口
端
坊
九
雪
明
念
と
そ
の
子
馬
勝
の
「
朝
鮮
出
兵
」

参
加
と
そ
の
目
的
・
活
動
状
況
な
ど
が
考
察
さ
れ
、
次
に
「
出
兵
」
前
後
の

真
宗
教
団
進
出
に
つ
い
て
記
し
た
諸
史
料
が
紹
介
・
検
討
さ
れ
る
。
安
国
寺

恵
現
と
も
親
密
で
あ
っ
た
明
念
・
明
豊
の
朝
鮮
に
お
け
る
「
軍
略
弘
法
」
活

動
、
明
勝
の
法
談
に
お
け
る
悪
人
成
仏
・
一
念
滅
罪
の
強
調
と
そ
の
罪
悪
感

麻
痺
・
戦
意
持
続
機
能
、
或
い
は
関
ヶ
原
合
戦
後
恵
現
を
匿
っ
た
明
勝
央
妻

の
処
刑
な
ど
、
興
味
深
い
論
点
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
・
三
章
は
史
料
的
言
霊
を
受
け
推
論
を
展
開
し
た
も
の
で
、
児
玉
氏

自
身
、
後
世
の
史
料
を
根
拠
と
す
る
た
め
断
言
は
で
き
な
い
と
い
う
姿
勢
を

と
る
。
と
は
い
え
、
今
後
の
更
な
る
研
究
蓄
積
を
促
す
問
題
提
起
的
な
論
文

と
し
て
意
義
を
有
し
て
い
よ
う
。

　
第
九
章
で
は
、
『
蓮
茎
～
糸
』
の
著
者
で
も
あ
る
聞
歓
に
よ
る
西
本
願
寺

教
団
の
「
宗
祖
降
誕
地
」
開
発
目
日
野
別
堂
建
立
運
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

①
資
金
面
で
も
彼
に
協
力
し
た
歌
人
田
上
菊
舎
の
句
碑
の
法
界
寺
内
へ
の
建

立
が
同
寺
1
1
親
署
誕
生
地
説
を
補
強
し
た
こ
と
、
②
別
言
建
立
の
目
的
は
興
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正
寺
の
別
派
独
立
運
動
に
も
対
応
し
た
西
本
願
寺
の
末
寺
に
対
す
る
優
位
性

誇
示
に
あ
る
こ
と
、
③
「
降
誕
地
」
建
設
に
よ
り
門
徒
の
親
し
み
や
す
い
民

俗
性
・
娯
楽
性
を
有
す
る
誕
生
会
が
教
団
行
事
と
し
て
成
立
し
活
気
が
齎
さ

れ
た
が
血
脈
重
視
の
「
貴
族
趣
味
的
志
向
」
は
「
本
来
の
民
衆
教
団
と
し
て

の
」
活
性
化
に
十
分
に
は
寄
与
で
き
な
い
こ
と
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
近
年

の
史
蹟
論
も
意
識
し
た
論
考
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
菊
舎
の
句
碑
が
聞
歓

の
必
要
と
し
た
「
文
献
史
料
」
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
、
別
府
建
立
の
要
因

と
し
て
の
興
正
寺
と
西
本
願
寺
と
の
対
立
な
ど
、
本
章
の
中
枢
を
な
す
論
点

は
い
ず
れ
も
十
分
な
実
証
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
、
「
民
俗
性
し
を
コ
般

門
徒
の
親
し
み
や
す
い
」
も
の
と
す
る
③
の
議
論
は
、
児
玉
氏
が
強
調
し
て

き
た
門
徒
の
「
反
民
俗
」
性
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
四
章
で
は
、
ま
ず
『
妙
好
人
伝
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
僧
純
の
編

纂
段
階
に
お
け
る
仰
糞
垂
選
本
の
変
容
な
ど
に
注
目
し
つ
つ
史
料
批
判
を
展

開
し
た
土
井
順
～
『
男
好
人
伝
の
研
究
㎏
（
百
華
苑
、
～
九
八
一
年
）
と
朝

枝
善
照
『
妙
好
人
伝
基
礎
研
究
』
（
永
田
文
影
堂
、
｝
九
八
二
年
）
の
書
評

が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
僧
純
は
仰
誓
と
異
な
り
積
極
的
な
神
祇
肯

定
論
者
で
あ
り
、
ま
た
三
業
惑
乱
が
編
纂
姿
勢
に
影
響
し
て
い
る
点
も
考
慮

す
べ
き
こ
と
、
『
翠
雲
人
伝
嚇
編
纂
者
の
批
判
的
発
書
に
も
着
目
す
べ
き
こ

と
な
ど
が
、
明
快
な
論
証
を
通
じ
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
続
く
第
五
章
で
は
、
下
関
市
六
連
島
西
教
寺
蔵
「
お
軽
法
悦
歌
」
の
分
析

な
ど
を
通
じ
て
、
①
献
身
的
な
忠
孝
実
践
者
や
権
力
へ
の
絶
対
服
従
者
と
は

異
質
な
「
お
軽
」
的
妙
好
人
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
、
②
し
か
し
真
宗
信
仰

に
よ
り
忠
孝
を
相
対
化
・
簡
易
化
・
「
気
楽
」
化
す
る
お
軽
の
「
楽
天
性
」

は
、
支
配
の
積
極
的
肯
定
へ
と
進
む
か
反
秩
序
的
な
無
帰
命
安
心
の
異
端
へ

と
傾
く
か
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
こ
と
な
ど
が
主
張
さ
れ
て

い
る
。
本
章
は
、
真
宗
信
仰
の
内
面
化
に
よ
る
権
力
に
拝
艶
し
な
い
意
欲
的

な
生
の
可
能
性
を
探
っ
た
興
味
深
い
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
児

玉
氏
の
解
釈
を
基
礎
に
史
料
を
配
列
す
る
と
い
う
性
格
が
強
く
、
信
仰
実
態

と
い
う
よ
り
も
氏
の
妙
嬉
人
観
を
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
六
章
は
、
民
衆
社
会
に
お
け
る
真
宗
活
発
化
の
基
礎
と
な
っ
た
講
の
内
、

芸
北
・
石
南
地
方
の
小
幕
講
（
二
〇
～
三
〇
戸
の
地
縁
共
同
体
鐸
講
中
が
毎

月
一
、
二
度
最
寄
の
真
宗
僧
を
招
い
て
開
く
寄
合
）
に
注
目
し
、
①
輪
番
制

に
よ
る
運
営
や
諸
経
費
・
労
働
力
の
各
戸
平
等
負
担
な
ど
、
平
等
・
均
質
・

質
素
を
旨
と
す
る
連
帯
性
と
、
そ
れ
と
表
裏
を
な
す
規
約
違
反
者
の
曲
管
や

外
部
へ
の
閉
鎖
性
、
②
一
八
世
紀
中
後
期
以
降
の
商
晶
経
済
発
展
に
伴
う
階

層
分
解
の
進
行
へ
の
共
同
防
衛
を
目
的
に
、
庄
屋
ク
ラ
ス
と
対
立
す
る
小
百

姓
層
を
主
体
と
し
て
小
島
講
（
講
中
）
は
組
織
さ
れ
た
が
、
神
棚
・
位
牌
拒

否
に
よ
り
祖
先
崇
拝
を
支
配
の
具
と
す
る
為
政
者
や
上
層
農
民
か
ら
の
弾
圧

対
象
と
な
っ
た
こ
と
、
③
個
家
の
突
出
に
よ
る
達
帯
の
弱
化
を
厳
戒
し
て
祖

先
崇
拝
の
シ
ン
ボ
ル
た
る
神
棚
・
位
牌
を
排
除
す
る
小
業
講
（
講
中
）
と
、

弥
陀
一
仏
主
義
よ
り
神
棚
・
位
牌
を
否
定
し
且
つ
世
俗
倫
理
の
遵
守
と
救
済

の
平
等
を
説
く
真
宗
と
の
適
合
性
な
ど
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
章
を
踏
ま
え
第
七
章
で
は
、
地
域
の
現
況
や
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
野
菊

会
一
処
」
と
い
っ
た
墓
碑
名
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
小
感
講
（
講
中
）
の
性

格
の
諸
相
を
真
宗
と
の
関
係
で
更
に
詳
し
く
分
析
し
、
そ
れ
を
真
宗
流
共
同

体
規
制
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

　
第
八
章
は
、
遺
骨
を
本
山
な
い
し
檀
那
寺
へ
他
家
と
合
同
で
祀
り
富
家
の

祭
祀
を
略
式
化
し
た
真
宗
の
墓
制
を
「
集
合
・
略
式
墓
制
」
と
概
念
化
し
、

156 （936）



四書

そ
れ
が
真
宗
流
共
同
体
規
制
の
｝
環
と
し
て
広
範
に
存
在
し
た
こ
と
を
長
州

藩
の
文
献
史
料
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
六
一
八
章
は
、
共
同
体
論
と
し
て
児
玉
氏
の
輩
見
と
今
後
の
真
宗
史
研

究
の
課
題
が
示
さ
れ
た
、
特
に
注
疑
さ
れ
る
論
考
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
角

講
成
立
の
要
因
と
し
て
第
一
に
重
視
さ
れ
る
コ
八
世
紀
中
後
期
以
降
」
の

「
商
品
経
済
の
発
展
に
伴
う
農
村
の
階
層
分
解
の
進
行
」
が
、
｝
般
論
と
し

て
機
械
的
に
適
用
さ
れ
る
の
み
で
、
地
域
に
即
し
て
具
体
的
に
実
証
さ
れ
て

い
な
い
点
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
加
え
て
、
小
蹴
球
成
立
と
い
う

局
地
的
現
象
の
要
因
と
し
て
、
階
層
分
解
と
い
う
ヨ
リ
広
域
的
現
象
を
如
何

ほ
ど
重
視
し
う
る
か
と
い
う
問
題
も
検
討
に
値
し
よ
う
。
小
計
理
（
講
中
）

に
と
っ
て
好
都
合
な
真
宗
が
摂
取
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
真
宗
門

徒
た
る
小
百
姓
た
ち
の
連
帯
が
小
寄
講
（
講
申
）
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

三
　
む
　
　
す
　
　
び

　
さ
て
、
本
書
の
最
大
の
成
果
は
、
西
中
国
地
方
の
真
宗
優
勢
地
域
に
着
目

し
て
近
世
民
衆
社
会
に
お
け
る
真
宗
の
「
独
自
性
」
、
特
に
①
真
宗
流
共
同

体
規
制
、
②
真
宗
流
祖
先
崇
拝
、
③
祈
薦
の
否
定
と
い
う
「
独
自
〕
な
諸
要

素
を
提
起
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
有
機
的
に
結
合
し
て
真
宗
と
民

衆
と
の
密
着
性
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
①
と
②
の
結
合
は
児
玉

氏
の
真
宗
流
共
同
体
論
の
到
達
点
と
い
え
る
し
、
③
に
思
想
論
で
は
殺
生
下

五
や
エ
ー
ト
ス
成
立
も
展
望
さ
れ
た
。
本
書
は
、
近
世
真
宗
史
研
究
の
進
展

に
大
き
く
寄
与
す
る
と
共
に
、
民
俗
学
や
民
衆
思
想
史
研
究
に
対
し
て
再
考

を
促
す
も
の
で
も
あ
る
。

　
続
い
て
、
本
書
に
お
け
る
問
題
点
に
つ
き
、
①
近
世
真
宗
に
関
す
る
共
通

理
解
の
構
築
と
②
地
域
社
会
へ
の
真
宗
定
着
の
意
味
と
い
う
二
つ
の
観
点
よ

り
私
見
を
述
べ
、
同
時
に
課
題
を
展
望
し
た
い
。

①
の
達
成
の
た
め
に
は
、
真
宗
史
と
民
俗
学
の
架
橋
だ
け
で
は
十
分
で
な

い
。
森
龍
吉
と
竹
田
聴
洲
の
研
究
手
法
の
差
異
に
も
影
を
落
と
し
、
近
年
の

「
真
宗
特
殊
論
」
批
判
で
も
問
題
化
さ
れ
た
、
真
宗
史
と
他
宗
史
と
の
乖
離

（
宗
派
史
研
究
）
や
、
真
宗
を
中
心
に
据
え
る
か
地
域
を
中
心
に
据
え
る
か

と
い
っ
た
諸
問
題
も
射
程
に
入
れ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
結
論
的

に
は
、
真
宗
以
外
の
宗
教
的
要
素
も
視
野
に
入
れ
た
地
域
社
会
史
研
究
を
通

じ
て
真
宗
を
対
象
化
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
児
玉
氏

に
は
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
多
様
な
宗
教
的
要
素
を
軽
視
な
い
し
無
視
し

て
真
宗
だ
け
を
取
り
上
げ
「
独
自
性
」
を
強
調
す
る
と
い
う
方
法
的
限
界
が

あ
る
。
ま
た
、
弥
陀
一
華
・
神
祇
三
拝
・
葬
礼
軽
視
と
い
っ
た
真
宗
の
「
独

自
性
」
に
つ
い
て
は
、
門
徒
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
実
在
の
有
無
自
体
が
歴
史
学
的

に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
批
判
的
眼
差
し
が

向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
独
自
性
」
を
根
拠
付
け
る
門
真
宗
篤
儒
地
域
」

の
事
例
研
究
の
み
を
も
っ
て
「
近
世
真
宗
漏
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、

門
独
自
性
」
以
外
の
部
分
も
含
ん
だ
近
世
真
宗
門
徒
の
全
体
像
を
把
握
し
え

な
い
。

　
次
に
、
勤
労
の
エ
…
ト
ス
と
の
関
係
に
お
け
る
真
宗
教
義
の
特
質
を
祈
蒋

の
否
定
と
み
な
す
と
、
例
え
ば
浄
土
宗
の
救
済
論
と
の
差
異
が
エ
ー
ト
ス
論

と
し
て
問
題
化
で
き
な
い
。
七
瀬
を
し
な
い
以
前
に
、
現
世
利
益
で
あ
れ
彼

岸
へ
の
救
済
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
宗
教
的
国
的
を
達
成
す
る
た
め
の
人
間
に
よ

る
主
体
的
行
為
（
呪
術
）
の
実
効
性
を
認
め
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
こ
そ
、

真
宗
は
他
宗
と
原
則
的
立
場
を
異
に
し
て
い
よ
う
。

　
ま
た
、
概
し
て
真
宗
に
独
占
さ
れ
な
い
門
徒
の
宗
教
生
活
に
お
い
て
真
宗
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教
義
が
如
何
ほ
ど
実
践
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
は
、
②
と
も
関
わ
り
重

要
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
脱
呪
術
化
と
い
う
視
座
が
有
効

で
は
な
い
か
。
無
論
、
脱
呪
術
化
と
は
単
な
る
合
理
化
で
は
な
く
、
よ
り
高

次
の
宗
教
に
よ
る
包
摂
・
排
除
を
通
じ
た
従
来
の
呪
術
か
ら
の
脱
却
過
程
を

示
す
相
対
概
念
で
あ
り
、
「
聖
霊
界
や
デ
ー
モ
ン
の
存
在
を
全
面
的
に
根
絶

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
た
だ
そ
れ
ら
を
唯
一
神
の
絶
大
な
力

の
も
と
に
少
な
く
と
も
理
論
的
に
従
属
さ
せ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
（
武
藤

～
雄
・
薗
田
宗
人
・
薗
田
坦
訳
『
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
　
経
済
と
社
会
　
宗
教

社
会
学
』
警
告
社
、
一
九
七
六
年
、
二
九
頁
）
。
真
宗
信
仰
を
基
礎
と
し
た

脱
呪
術
化
が
如
何
に
実
現
し
、
或
い
は
実
現
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が

地
域
社
会
に
即
し
て
実
態
的
に
究
明
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
以
上
、
本
書
に
対
す
る
私
の
見
解
を
粗
々
提
示
し
た
。
他
に
も
興
味
深
い

論
点
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
本
書
に
は
あ
る
が
、
も
は
や
紙
数
も
尽
き
た
。
そ
れ

ら
の
検
討
は
、
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
論
文
の
検
討
も
含
め
て
天
与
を

期
し
た
い
。
そ
し
て
あ
と
は
、
読
者
諸
氏
が
本
書
に
接
す
る
の
を
待
つ
こ
と

に
し
よ
う
。

　
　
（
A
5
判
　
三
八
○
頁
　
二
〇
〇
五
年
六
月
　
法
蔵
館
　
税
別
七
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）
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